　校内研修計画
甲州市立奥野田小学校
１　学校課題
本校の児童は、明るく様々な学習活動や学校行事にまじめに取り組むことができる。４５年以上続く伝統の朝マラソンにも意欲的に取り組み、心身を鍛えている。全校集会や日頃の様子を見ても、親和的な学級・学校集団の中で、落ち着いた学校生活を送っている。
学習面においては、甲州市「確かな学力」育成プロジェクトの取り組み等の成果もあり、学習習慣が定着し、基礎的・基本的な力を身につけている児童が増えてきている。昨年度末に行ったＣＲＴ検査結果では、算数科においてどの学年も全国比と同等かそれを大幅に上回る結果が出た。特に「数と計算」領域に絞ると、一昨年度より全校で取り組んでいる「算数オリンピック」の成果が出て、全学年が１００を上回っていた。これまでの研究の成果であり、今後も継続していく必要があると感じる。しかし、問題を読んだ後、それに沿って自分の考えを書いたり説明したりすることを苦手とする児童がみられることが、検査結果から明らかになっている。さらに、個々の児童をみると、個別の支援を必要とする児童も多く、学習習慣の定着具合や学力には大きな個人差が見られる。激しく変化する社会の中で、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、判断して行動できる力の育成が求められているが、学習における主体性の弱さも課題として挙げられる。
そこで、今年度も算数科の学習活動の充実に焦点を当て、学習の系統性を意識した授業づくりや授業改善、数学的活動の一層の充実を図るとともに、知識・技能をより確実に習得できるようにし、児童一人一人の主体的・対話的で深い学びの実現を目指したい。
２　研究主題

「確かな学力」を育む学習指導に関する研究
～算数科における主体的・対話的で深い学びに向けた授業づくり～（３年次）
３　主題設定の理由

本校では、学校教育目標の「自ら学ぶ子どもの育成」の具現化に向けて、児童の学習意欲を高め、「確かな学力」の育成を目指した授業づくりに取り組んでいる。しかし、過去数年間のＮＲＴの結果、算数の学力に課題があることがうかがえたため、一昨年度から主体的・対話的で深い学びに向けた授業づくりや「算数オリンピック」等の取り組みを始めた。今年度も算数科の研究を継続し、「わかって楽しい授業づくり」により『楽しい学校』を具現化していきたい。また、学力差や学習習慣の定着に差が見られる中、どの子も基礎基本の力を身につけるとともに、学び方についても習得し主体的に授業に向かう姿も目指したい。授業づくりでは、どの児童も同じ土俵に立ち参加できる授業づくりの工夫を研究していきたい。
さらに、授業づくりを支える支援策として、ＩＣＴ機器の活用についても研究を進め、一人一人の児童が自分の考えを広げ、友だちと関わり合いながら、学びを深め、「確かな学力」を身につけられるような環境づくりを引き続き進めていきたい。また、対話的で深い学びを保証するために、先生や友達の話をしっかり聞いたり、自分の考えを安心して表現したりすることができる、落ち着いた学級集団づくりも重要となってくる。甲州市で取り組んでいるＷＥＢＱＵの分析結果を活用し、より良い学級集団作りにも取り組んでいきたい。

４ 研究の具体的内容と方法
◇授業研究　　　　・・・算数の基礎学力定着に向けての取組　　
一人一実践授業　　　研究授業
◇学級集団作り　　・・・ＷＥＢＱＵの実施とＫ１３法による分析・活用の充実
◇ＩＣＴ機器の活用・・・ＩＣＴ機器に関わる技術向上のための研修　
「ＩＣＴ端末（一人一台パソコン）活用の記録」作成　
５ 年間研修計画
	
	月
	日
	研　究　内　容
	教科・領域
	担　　当
	TC要請

	①
	４
	　７
	・今年度の研究の方向性について

・家庭学習確認カードについて
・掲示物や話型カードの活用について
	
	研究副主任
研究主任
研究副主任
	

	②
	
	１９
	・今年度の研究の概要・日程について
・ICT端末の活用について

・「確かな学力」育成プロジェクトに関する取組について
	
	研究副主任
情報主任

研究主任
	

	③
	５
	２４
	・一人一実践授業について
・「ICT端末活用の記録」作成について
・部会研究
	算数科
情報
	研究副主任
情報主任
部会長
	

	④
	６


	　７
	・第１回WEBQUの分析（低・高学年ブロック）
	集団づくり
	ブロック長
	

	⑤
	
	２１
	・第１回WEBQUの分析結果の共有化

・ICT端末活用学習会
・部会研究
	集団づくり

情報
算数科
	学級担任
情報主任
部会長
	

	⑥
	７
	１９
	・部会研究
	算数科
	部会長
	

	⑦
	８
	１７
	・教育課程説明会の還流報告

・特別支援教育の学習会
	各教科

特別支援
	各教科主任
特支コーディネーター
	

	⑧
	９
	１３
	・部会研究
	算数科
	部会長
	

	⑨
	10


	１１
	・部会研究
	算数科
	部会長
	

	⑩
	
	１８
	・部会研究
	算数科
	部会長
	

	⑪
	
	２５
	・研究授業指導案検討
	算数科
	部会長授業者
	

	⑫
	11

　
	　８
	・第２回WEBQUの分析（低・高学年ブロック）
	集団づくり
	ブロック長
	

	⑬
	
	２９
	・第２回WEBQUの分析結果の共有化
・部会研究
	集団づくり
算数科
	学級担任
部会長
	

	⑭
	
	未定
	・研究授業
	算数科
	授業者
	○

	⑮
	12
	２０
	・研究の成果と課題アンケートについて

・研究紀要作成について
・部会研究（まとめ）
	
	研究副主任
研究副主任
	

	⑯
	１
	３１
	・研究のまとめ
	
	研究副主任
	

	⑰
	２
	２１
	・CRTの分析
	教科（国・算）
	学級担任
	

	⑱
	
	２８
	・CRTの結果検証　　来年度に向けて
	
	研究副主任
	

	⑲
	３
	　６
	・研究紀要の作成
	
	研究副主任
	


(研究主任　　岡村　理恵)

